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Nationally Accredited Japanese language educational institutions for Study in Japan
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	亜細亜友之会外語学院
	学校説明会
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	学校の歴史・理念
	沿革： 1990年4月1日　　設立 2025年10月31日　認定日本語教育機関認定 2026年4月1日　　認定日本語教育機関として開校
	理念： 本校は、言語を相互理解とコミュニケーションの礎であると信じ、日本語教育を通じて総合的な交流を促進する。日本語力だけでなく、日本文化や異なる価値観への理解と尊重、調和を大切にし、異文化を尊重する姿勢を育て、両国の友好の架け橋となる人材を育成する。
	学校・教育の特徴
	教育目的 ①社会の中で自己実現するための自律的、主体的に学び 　を継続する力の育成。 ②礼儀を重んずる日本文化を理解し、異文化を尊重して、 　社会に発信ができるコミュニケーション能力の育成。 ③高等教育機関での学習、研究活動を効果的に行うこと    ができる高度な日本語能力の育成。
	教育目標 ①自分や身近な課題を見つけ、解決策を考え、実行し、振り返 　る学習を通して、自ら学び続ける習慣を身につける。 ②日本の文化や礼儀を背景や意図とともに理解し、それを踏ま 　えて適切に伝える力を養い、円滑なコミュニケーションがで 　きるようになる。 ③進学後の学習や研究に支障なく取り組めるよう、アカデミッ 　クな内容を論理的に理解し、発信する力を身につける。
	教育に専念できる環境 ①大学院・大学進学を目的とする漢字圏の学生 ②学校全体の出席率98％(2026年5月31日現在) ＊認定日本語教育機関としての7クラスは99.1％ ③担任制・試験作成無し ④授業終了後の採点作業無し ⑤在籍管理・ビザ更新手続き等無し
	認定日本語教育機関として認定された教育課程 使用教材 A1・A2：みんなの日本語 B1～C1：学ぼうにほんご中級・中上級 　　　　 日本語で考えたくなる科学の問い
	認定日本語教育機関として認定された教育課程 行動中心アプローチと文型積み上げ式の両立 応用を支える言語要素領域もしっかりと伸ばす それぞれの授業科目で明確な目的を設定し、 意図のある授業を行う （何のために・何を・どのように）
	キャリアとサポート
	認定日本語教育機関で将来の心配なく、 キャリアアップ・スキルアップ 段階に応じた研修内容で 未経験の方も安心して成長できます。 「登録日本語教員資格取得支援金制度」有 （日本語教員試験受験料全額補助）
	①「日本語教育人材の養成・研修の在り方 　について（報告）改訂版」に基づいた研修 ②キャリアアップ・スキルアップにつながる研修 ③入職時研修・初任者研修 ④外部研修参加費用補助 　（現職日本語教師研修プログラム普及事業）
	教員研修例 （一部） 学内外に向けて様々な研修を行っています。
	※文部科学省現職日本語教師研修プログラム普及事業「留学生に対する日本語教師【初任】研修」のメンター経験者による研修
	困ったことは、すぐに相談できる環境 「この文法、どう教えたらいいかな？」 「学生の反応がイマイチで…」 一人で悩むことはありません。 教師間のコミュニケーションが活発で、すぐに 先輩教師に相談できる環境です。
	ライフスタイルに合わせた柔軟な働き方 週1日、1日4コマから勤務可能です。 さらに、3ヶ月ごとにシフトの見直しができるので、生活スタイルに合わせて働けます。
	勤務条件・選考フロー
	【仕事内容】 ・授業（1日4コマ×1コマ45分）＊午前午後通しでの授業も可能です。 ・授業後の処理 　（出席簿及び日報記入・引き継ぎメール・タイムカード打刻） ・授業時間内での採点（例：定期試験等で12：00まで試験、4コマ目 　終了の12：30まで教務室にて採点）＊授業終了後の採点作業無し ・全体会議等の研修の参加 ・各種イベント参加（学校要請時のみ） ・担任制、試験作成無し：進学指導や試験作成業務は一切ありません。
	【給与】 1コマ2,000円～　＊日本語教育業務内容・実務経験により決定 授業後の事務作業手当として1日1,300円 1日の給与例　＊未経験者　 9,300円（1日4コマ＋事務作業手当） 交通費：往復交通費実費支給 行事・研修参加費：1,300円／時給 使用教材支給　有給制度有 日本語教員試験受験料全額補助
	【応募条件】 （①～④のいずれかを満たす方） ①日本国内の大学にて日本語教育主専攻・副専攻修了者 ②日本語教師養成講座420時間修了者（修了予定可） 　＊四大卒以上 ③日本語教育能力検定試験合格者 ④日本語教員試験合格者
	【歓迎する人物像】 「未経験だけど、熱意だけは誰にも負けません！」という方 「チームで授業づくりを楽しみたい」という方 「告示校での経験を活かしたい」という方 ＊情熱をもって長く一緒に働いて下さる方 を募集しております。 10年以上勤務しているベテランの先生方も多数在籍しています。 働きやすさと居心地の良さが当校の自慢です。
	【選考フロー】 1. 書類選考（履歴書・職務経歴書） 　asia.fukuhara.d@gmail.com（福原） 2. 面接（来校） 3. 内定通知（勤務開始日応相談）

